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　海南市立下津第二中学校では、「夢をかた

り　汗をかき　絆をつむぐ」を教育目標と

し、「地域とともにある信頼される学校づく

り」を重点目標に、近い将来発生が予想さ

れる南海トラフ地震に対応できる知識と行

動力を身に付けるよう取り組んでいます。

　東日本大震災を教訓とし、南海トラフ地

震に備えるため、海南市や海南市教育委員

会と連携して避難体制の見直しを行うとと

もに、これまで約 10 年にわたり、津波避難

訓練や防災学習等を積み重ね、中学３年間

を通じて、生徒が自ら命を守るための知識

と行動力を身に付けることができるよう取

り組んできました。

　しかし、東日本大震災から約 10 年が経過

し、現在の中学生は、東日本大震災を教科

書で学び、災害を「自分ごと」にし難い世

代に移りはじめています。

　また、これまで、被災後の「いのち」を

守るための行動を中心に防災学習を進めて

きており、避難生活や復旧・復興期の「く

らし」について学ぶ機会が少なかったこと

から、少子高齢化や地域活性化などととも

に、災害を複合的な地域課題の一部ととら

え、行政や企業、団体、地域内外の方々と

連携し、生徒自身が地域の一員として災害

を「自分ごと」に考えることができるよう

になることが求められています。

（１）災害を学ぶ

　兵庫県教育委員会　震災・学校支援チー

ム「EARTH」から、被災地の知見や教訓を学

ぶとともに、災害時の食事づくりを体験し

ました。

　また、海南市と海南市社会福祉協議会か

ら、「災害関連死」や「在宅避難」、「復旧・

復興」について学びました。

（２）津波避難訓練、災害ボランティア活動訓練

　海南市防災訓練に参加し、津波避難訓練

を実施するとともに、災害ボランティア活

動訓練に参加しました。

　災害ボランティア活動訓練では、中学生、

小学生、大学生等、福祉系専門職、一般ボ

ランティアが５名１チームになり、塩津・

大崎地区の避難所に避難している地域の方

や、地域の在宅避難者の方に、健康状態の

聞き取りをグループで行いました。中学生

は、避難者への災害関連死を防ぐため啓発

活動の役割を担いました。

（３）中学生と大学生たちによるグループワーク

　訓練後、中学生は、約 10 年前に小・中学

生だった全国から集まった大学生たちとと

もに、被災地の映像や被災地の中学生の言

葉と作文を題材に東日本大震災について学

び、中学生と大学生が一緒に「東日本大震

災を振り返って感じたこと」、「中学生・高

校生が南海トラフ地震に備え、事前にでき

ること、発生後にできること」について意
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見交換などのグループワークを行い、発表

を行いました。

　また、最後には、東北大学の渡邊勇さん

から、中学生に向けたメッセージを聞きま

した。

　今回の取組を通じ、中学生が、小学生、

大学生等、福祉系専門職、一般ボランティ

アとチームになり、一緒に汗を流し、地域

の方々への支援活動を行うことで、ボラン

ティア活動の意義や連携の大切さを学ぶこ

とができました。また、中学生が、東日本

大震災の発生当時に小・中学生であった全

国から集まった大学生たちと一緒に活動し、

同じ目線で東日本大震災や南海トラフ地震

について語り合うことで、地域課題を「自

分ごと」として捉えることができました。

　訓練後のアンケートでは、生徒からは、

「お祭りや行事など地域の人と関わる事をし

たい」「地域の人への思いやりの気持ちを忘

れない」「地域のボランティア活動に参加し

たい」「住んでいるまちは高齢者が多いので

助けることができるようになりたい」など、

平時からの地域とのつながりに関する意見

が多くみられました。今後は、平時の取組

が災害時に役立つことから、平時から災害

時を見据えた地域学習に取り組んでいきた

いと考えています。

４ 今後に向けて

＜取組の様子＞

中学生と大学生とのグループワーク

災害ボランティア活動訓練の様子（健康状態などの聞き取り）

東北大学学生からのメッセージ




